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全日本サーフキャスティング連盟 大阪協会 １2 月度理事会議事録 
 
平成 20 年 12 月 17 日（水）午後 7 時～ 

於：大阪産業創造館 6 階会議室 E   出席クラブ 44 クラブ（欠席クラブ無し） 
 
・吉本協会長挨拶 
 皆さん今晩は。先日の納竿大会はご苦労様でした。大阪の運営は「いつも早い」とのお褒め

の言葉もいただいております、今回は兵庫協会の会員さんの入賞が多く、ちょっと残念な思い

もしますが、この大会は懇親を兼ねて永年行っておりますので、楽しめればよいと考えていま

す。来年は兵庫協会が担当しますので大勢の参加をお願いします。 
 
 ★会議に先立ち第 89 回全日本カレイの表彰を行った。 
 
・藤原副会長を議長として 19 時 15 分議事に入る。 

 
第１号議案 全日本サーフキャスティング連盟 年末総会報告（吉本協会長） 
（連盟議事録から転載） 
審議 1 第 89 回全日本カレイ投げ釣り選手権大会成績報告     ＰＪ岡山協会 
・成績表（CD も）と賞品明細の資料配布があった。収支報告は確定後とする。 
・釣り場責任者の通信費を一律にして用意しているが、マイナス決算になるので支払いの可否

を本会で判断いただきたい。 
・未だ手書きの名簿が届く、連盟ホームページを利用願いたい。会員№も正確に。 

・参加費を銀行振り込み願うと要請していたが統一されていなかった。 

・参加会場のクラブ責任者の電話番号が固定電話の番号を記している方が多い。緊急連絡には

適さないので携帯電話の番号を記入していただきたい。 

☆全ての項目に遵守願うことと、収支の後日報告及び釣り場責任者負担の通信費は 今大会に限り協

会負担とすることを賛成多数により、承認した。 

 

審議 2 各協会懸案事項 

■常任理事会の毎月開催。              北陸・鳥取・三重協会提出 

※隔月開催では、重要案件が役員会で決められ常任理事会では事後報告となる事例があった。

また議事録の到着が遅い。両事項を善処してほしい。 

・隔月開催に不便があることは承知するが、各協会にメール事務局を設置いただき不便の解消

に努めております。議事録についても諸事情あって現在の配信日時となっております。その

辺りをご理解とご寛容をいただければありがたいが、少しでも早くお届けするよう努めます。 

☆採決の結果、現状通り隔月開催を賛成多数で承認された。 

■ＳＣ競技会（対抗戦・選手権）使用オモリの件。         愛媛協会提出 

※競技会毎に購入しているオモリですが、負担を軽減する上で見直せないか。 

・参加者持込は運営上の問題や日本記録にも抵触する問題もある。したがって従来通りで願い

たい。 
☆採決の結果、賛成多数で現行通りで良いと承認された。 

■クラブ対抗キスの日程変更について。              愛媛協会提出 
※9 月～10 月の開催は運動会や地方祭と重なり、参加募集に応じる会員が少ない。従来の 7 月

開催にしてほしい。 
☆日程審議で、同案は 7 月 12 日開催とした。 
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■東西 100 人の会参加要請について。               大阪協会提出 
※各メーカーさん主催の数釣り大会の優勝者に、100 人会の案内状を送付してはどうか。それ

により、全日本サーフの PR にもなると思うが検討願いたい。 
☆参加を強要するものでは無いので、送付することにする。 

■全日本キス・カレイの参加バッジを廃する件。          千葉協会提出 
※参加者の減少とともに大会予算にバッジ代金の占める割合が大きい。参加バッジを廃止する

可否をＰＪの判断に任すことにしてはどうか。 
☆来期の常任理事会で審議するとした。 

■写真申請について。                      千葉協会提出 
※現在 B ランクまで認められている。これを C ランクまでとしていただきたい。 
・来年度から全ランクとしても支障ない。 
☆賛成多数で全ランク（特別大物とも）写真申請は承認された。ただし、日本記録魚の申請は

従来通り魚拓に限る。 
※写真申請の全ランクを認めると協会記録を個々会員が識別できないので混乱する。 
・協会記録については協会判断のルールを確立してください。 
大物ベストクラブの表彰状は廃止することで決定している。本日その再確認をしたい。 

☆確認通りで異議なしとした。 

■周年記念行事の件。                      千葉協会提出 
※2010 年に 45 周年を迎えるが、経費も掛かることから、50 周年にしてはどうか。    
・創立以来 5 年周期の記念行事は開催している。本部では毎月積み立て預金をして資金の裏づ

けもできている。記念誌の発行も含め 45 周年の記念行事は開催する。 
☆45 周年記念行事をおこなうことを賛成多数で承認する。 

■連盟会長選挙を別組織にする件。                鳥取協会 
※推薦を受けた立候補者が複数いた場合、常任理事会の審議を経て一人に絞り推薦するとある

が、それでは特定人物の意見が強くなる傾向があるので見直してはどうか。 
・趣味組織の長は選挙より、話し合い選出が穏当に思う。話し合いで一人に絞ることが可能な

らそれで良いと思う。選挙となった場合は選挙管理委員会を設けるよう、規約に明記されて

いるので見直す必要があるとは思わない。 
☆賛成多数で連盟会長選出方法は現行通りで良いと承認された。 

・関連事項（1）連盟会長の任期は二年と定められており、連盟会長立候補の周知をおこない、

届出の締め切りを 10 月末とした。結果現職以外に届出はなく、その旨を 11 月常任理事会に

報告し、岩田政文氏を次期連盟会長として常任理事会は推薦した。 
・関連事項（2）議長より、常任理事会の推薦があった現連盟会長の岩田政文氏を次期連盟会長

として本総会の承認を求め、賛成多数により承認された。 
※岩田連盟会長就任挨拶 
・次期連盟会長として承認を受けました。これまでも強い使命感を自身に言い聞かせ頑張って

きたとの自負心がありました。今後も同様に邁進する覚悟です。各協会長 さん及び本部役

員の皆さんに一層の協力を仰ぎ、全国会員の皆さんが楽しい趣味活動を過ごせる全日本サー

フを目指してまいります。今後とも何とぞよろしくお願い申し上げます。 
■レクリェション保険加入の件。                 愛媛協会提出 

※協会行事（希望協会）のレク保険を連盟加入保険に編入いただけないか。小規模行事の多い

協会では保険料の安価・掛け忘れ防止・追加が簡単などメリットは多くある。 
・年間予想人数の報告と都度実数が確定した時点で保険料を本部会計に納めることが条件です。 
☆希望協会に限ることでもあり、特に異議はないとした。  

※磯釣り時、渡船使用の事故は釣り保険の対象にならないと聞いたが事実か。 
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・保険代理店でもある渡部広報部長の答弁では、保険会社によって見解の相違があることは承

知するが、適用される旨を文書として回答する準備しているので、作成でき次第配布いたし

ます。 
■規約改正（連盟役員の活動の制限）。               岩田連盟会長提出 
※細則規約 6 条の 3 項にある連盟役員の制限を緩和してはどうか。 
☆連盟会長・副会長・協会長以外の連盟役員を規約から解除することで承認された。 

■全日本サ－フキャスティング連盟功労賞。 
☆青森協会の創設に尽力された故・野口哲也氏に全日本サ－フ功労賞を贈呈した。 

■全日本キス・カレイの他魚Ｓランク割り。            兵庫協会提出 
※全キス・カレイの他魚部門採点方式として実寸を当該魚のスーパーランクで割る（Ｓランク

割）方式を導入してほしい。 
☆賛成多数で他魚に限り、Ｓランク割り採点方式とすることで承認された。 

■シルバー会員制度について。                  兵庫協会提出 
・シルバー制の導入。65 歳～70 歳以上の会費を女性・少年と同額にしてほしい。 
☆65 歳または 70 歳以上の占める割合を調査する必要があるので継続審議とした。 

■ＳＣ規約の改正。                       松井ＳＣ部長 
※規約の一部を改正し、見本提出した手作りのスプールを連盟推奨品に認めてほしい。 
☆提出スプールを全日本サーフ推奨品とすることを賛成多数で了承した。 

※2 号ラインと力糸を連盟指定糸として改正してほしい。 
☆指定糸（サンライン・旧東レ社製）とすることを賛成多数で了承した。 

※オモリとキャップの仕入れ価格は既に値上げとなっている。 
※ＳＣ競技会の参加費を諸物価高騰により、300 円値上げしたい。 
※日本記録表彰と年間ベスト 10 表彰の費用は本部負担でお願いしたい。 
☆既に決しているものについては了承する 

※釣り保険について。                     岩田連盟会長 
・08 年度の満了は来年 2 月中旬なので新期は 1 月中に加入すること。振込み用紙は二社とも口

座番号が違うだけです。間違えないよう良く確認してください。 
■各部局報告                          
・協会長を二年努められた方は三年目からは連盟副会長となっているにもかかわらず 09 年度の 

投げ釣り手帳の部分に未記入があった。会員名簿では訂正いたします。 
・新年総会の案内状は 12 月中旬に発送します。 
・出欠や委任を明記するハガキが同封されているので、期日までに必ず投函願う。   
・総会後にはメーカーさんを交え、簡単な立食パーティをおこなう。慣例ではあるが各協会の

名産品を提供していただきたい。 
・協会長さんの出席が少ない。決算報告など重要議案もあるので極力出席してほしい。 
・来期の会員登録は予め各協会に配布してある CD にて 2 月末日までに提出していただく。内

容に不明な点があれば速やかに事務局に連絡すること。 
・来期から、東北協会は宮城協会として呼称する。 
・本部会計の中間収支では 250 万円程の余剰金がある。12 月は支出の多い時期でもあることか 

らこの額は少なくなる見通しである。 
・収支予測としては、入会者の減少など収入面は厳しい状況です。しかし、会報広告などに大

きな減少がなければ何とか赤字をくい止められると思う。 
・08 年度の大物申請は 12 月 10 日で締め切り、25 日必着でお願いする。 
・検寸スケールは来年 1 月末の注文分は 80 円の値上げ。それ以降は 120 円の値上りになりま    

す。 
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・11 月常任理事会に提出している指定用品の販売価格改定案を各協会とも検討しておいてくだ 
さい。 

☆各協会さんの 12 月協会会議で検討いただけると思うが、それでは十分な審議と参らぬと思うので、3

月常任理事会あたりで決議を諮りたい。 

・大会の写真は広報部・渡部宛にメールにて送っていただきたい。上位入賞者に会報の原稿依

頼をしますが、協会長さんにも執筆依頼の口添えを願います。 
・今期事故防止講習会開催状況届けに、4 協会報告がありません。開催届けは連盟ホームペー

ジ各種申請書のコーナーからダウンロードできます。講習会を開催していない協会も未開催

の理由を記入して提出願います。 
・全日本サーフの PR 及び会員募集を促進するため、リーフレットを作成した。 

各協会には 1 クラブ 50 部を目安に 12 月中にお届けいたします。あわせて各協会には、リー

フレット用のスタンド・連絡先明記のスタンプも送ります。 
・「対象魚図鑑」の在庫が約 800 冊あります。広く頒布したいので、特に連盟から助成を受け、

オープン大会を開催している協会さんには、購入していただきたい。 
・大阪協会ではオープン大会のおり、参加者に贈呈したところ大変喜んでいただいた。 
・議長より平成 21 年度行事日程及びＰＪ決定の報告がありました。詳細についてはホームペー 

ジの告知板に表します。 
注・09 年行事日程は全日本サーフホームページに掲載されております。 

■その他 
・連盟大会（キス・カレイ）のＰＪを 2010 年度から全協会持ち回りでおこなう。ＰＪは九州

地区からおこなうと決定したので、順番を記した資料を配布する。 
・ＳＣ選手権大会の収支に漏れがあった。本日修正した報告書を提出する。 
・キス段位制の申請は全てを集計し、新年総会にて級位章の授与をおこないます。 
・日本記録魚 キジハタ 58.9 ㌢（拓寸） 岡山協会 シーチーム 坂江 悟氏  

平成 20 年 10 月 26 日 岡山県笠岡市北木島 
☆大会ＰＪの持ち回り制・ＳＣ選手権の修正収支報告・日本記録魚について賛成多数で承認された。 

 
議長より、以上で本総会の報告・審議・承認事項の全ては終了したとの宣言で、連盟筆頭副会

長である金田北九州協会長に総会閉会の挨拶を要請した。 
※金田筆頭副会長 
・長時間に渡り、大変ご苦労様でした。来年も皆様方が連盟会員のためにご尽力いただけるも

のと信じております。連盟発展のために、今後もお力添えをお願いします。本日はご苦労様

でした。 
 
第２号議案 初釣り大会について（PJ：矢野北斗サーフ会長） 
・初釣り大会について PJ の北斗サーフより､大会要項について説明があり参加申込は 1 月理事

会で参加費を添えてお願いしたい旨依頼があった。 
 
第３号議案 次年度会員登録について（事務局） 
・次年度の会員登録について事務局より説明があった、 
登録については各クラブで、FD もしくは紙ベースで提出して頂きたい。本日「投げ釣り手帳」

を現会員数分配布しているが、次年度の登録受付の時に調整させてもらう。詳細については

別紙内容を見ていただき、必ず 1 月理事会で登録申請をお願いしたい。クラブ代表者が来ら

れない場合は、代理の方が出席して頂くよう依頼があった。 
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第４号議案 大物申請について（池田大物事務局長） 
大物申請について、大物事務局から報告があった。 
・協会記録の更新について報告があった。 

ウマヅラハギ  39.3 センチ(拓寸)  大阪サーフ 竹内敏和さん 
釣日：11 月 11 日   釣場：神戸市須磨区平磯 

・大物証明書を紛失された場合、（再発行）の文字を印刷した大物証明書をお渡しするので申し

出て下さい。 
・大物申請について、12 月 10 日までに釣られた魚については、本日申請をせずに来月申請を

すると今年の匹数にカウントされないので気をつけて頂きたい。記録魚についても表彰の対

象にはならないので、今日中に申請して頂くよう依頼があった。 
・写真での大物申請については、12 月 10 日以降に釣られた魚から大物賞対象魚の全ランク 

（Ａ～Ｄ）の写真による申請が出来るようになります、また、特別大物賞対象魚も条件（基

準寸法＋5㎝まで）を廃止し写真による申請が出来るようになりました。 

但し、寸法はセンチ単位での申請とし、ミリ単位の省略は従来通りです。また、協会記録や

日本記録の申請は従来通りで魚拓と実寸確認書（写真添付）の提出が必要との報告があった。 

 
第５号議案 その他 
・連盟作成のパンフレットについて、釣具店や人の集まる所に置いて頂くよう協会長から依頼

があった。現物については来月の理事会でお渡しする。 

・来年度の大阪協会の行事日程について協議し日程を決定した。 

本日の内容については協会のホームページに掲載する。 

・全日本キス・カレイ選手権大会の参加バッチ廃止について意見を聞く。 

｛意見として｝→→→ 参加バッチをシールのような物に代えてはどうか、との意見があり

連盟に提案する。 

 
20 時 20 分閉会 


